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　　　　　　　第24回霜麟委三民会議）

　　　　　　　．　　　議　事　要層｝旨

　　　：L　日時　　　昭和50年1P月29戸㈱

　　　　　　　　　午後2時～今時．

　　　　場所膠　　宇宙開発委員会会議室．　　　　　　　　　・

・　　3．議題　　・学術等談会答申く宇宙科学研究の推進について）

．　　　　　　　　に：つい「ご

◎殖饗24一、第25回字醗委員会（定細雪要旨・

　　　　　委24－2　宇宙科学研究の推進について　　（答申）　　．

　　．・5・’出席者　　　．　　　　　　　　　　・　　　　　　　．

　　　　　　宇宙開発委員会委員長代理　・　　　　山．県　島　夫

　　　　　　　　　．　　．委員’　　　　一　　ン網　島　　　毅

　　　　　　　　　“　 “・　’　　●　八藤東禧
　　　　　説明者

　　　　　　文部省学術国際局学術諌長　　　　　　　七　甲　基　弘

　　　　衡係省庁：職員等

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　原　義　徳◎　　　　　　科学技術庁研究調整局長、
●．　　・　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　〃・　　　・〃　　　宇宙開発参事官　・園．山　重　道

　　　　　　工業技術院総務部長‘　　　一　　　　　杉　浦　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：木村）

　　　　　　運輸省大臣官房参事官●　　　　　　　沼　越　達　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃3菊地）

　　　　　　海上保安庁総務部長　　　　　　　　　兼　松　暁　昭価．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　（　〃：佐藤）

事霧轡国騨循課．，＿遠山斑、
　　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　上　島　史　榔

　　　　　　　〃　　　　　宇宙国際譲長　縁田’真　一

　　　　　　1〃　　　　宇宙開発課長　今　村　　　宏他，

6．　議事要旨

　（1）∫前甲議事要旨にうい丁

　　　第25畔畑瀬委員会（定例会議職鞭『が確譲れ

　　た。
一（2）’

w術審議会答申（宇宙科学研究の推進について）について

　　・・蝉群術国鯛の七点出学術譲ふ一ら血続舷弔
　　に基づいで説明が行われたのち、以下の質疑応答が行われた5

・山県3人材養成については大学院声中心となって宥うとととな

　　　っているが、大学院では計画的に養成することがむずかし

　　　い。原子力では新しい分野で●もあり」人材を量的に確保す

　　　ること臨急し・鵜の段階莇人材徽回るこど峨

　　　つた。宇宙で依・人材の量より質の問題がポイントになつ．’

　　　てはいる〇

七田3難秘蝋に合わせて養成しても・将来においてはそ

　　　の必要数が変わってしまう。宇宙分野での人的な層は厚子

　　　力分団よりも厚いし、学部の段階から設けると狭くなるの

　　　で・群類暁を中心にして養成「し牽方がよやとり考えである・

　網島2文寵省はこあ答申をどのように扱うつもりなのか6

、
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七田：この答申の内容を真体回するまでにはいろいろ解決すべき

　　問騨ある．来磯頃までかけ癬決し、出田ば52簸

　　予算要求に反映させてゆきたい。

八三3宇宙分野において乱車大と他の大学とρ協力関係妹こμま　’

　　でどうなっていたのか。

毛田：¶宇宙理学について東大宇宙航空研究所は他大学のいろいろ

　　．腰望を嬉し・ζれを評価翻し・決志して実験を行って

　　．きた。　　　　　　　　　　．　　　　　一

　　宇宙工学に？いては、主として東大の工学部や生産技術研究

　　所が中心となってφる。ただしギ最終責任は講説研ぷおって

　　いる。．　　　．　　　　　’　　　　　／一

八藤：中枢研究所は官庁研究斎や民間研究所との関係kおいて、

　　どのようになる¢1か。　　　‘・　　　　　’

七田3’まだ明確にな？ていな姶が・各研究機関との関係は従来よ

　　塘撚ものになると考えられる・・＼

八藤3国際的な寒心計画に対しでは、それぞれの分野から個別に

　　．参加していて、それら相互間の連絡が不足していたように思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　う。中枢研究所はそのとづま一とめ役をするのか。

●七由幽寵愛緬へあ対応の仕方については学縮会計

θ　　　　心となろうが、実施については南極観測年おげる極地研の場．

●’ @　　合と同様・中椹研究所が中心と三つでとりま堂めを行ってゆ

　　　　　くことになろう。’　㌦3　　了　．・

　　’頑県：評価システムの実施についてはむず汎い購があると考

　　　　　えられる。一

＼

豊

七田3確かにむずかしいが研究者の中にも評価を行う方がよいと

　　‘●いう意見も出てきている。部卑者に」；る評価は従来も行なわ

　　れていることであうカ1・部外者による評価が重要である。

網島3中枢研究所は文部省の直繕研究所とするのか。

三田＝それが理想的であるがこれふらの問題である。

綿3宇宙噺究を行って謬蕪晦濠賊の中田
　　所に宇宙開発事業三等を含めて科学研究及び実利用の両画に

　　わたる総合的なあのにして硲く考えはな恥か。

噛七田＝入事琴流等についてはこれまで以上にやってゆきたいが・’

　　今の段階で実利用にまで強くふみこむには抵抗がある。

八四3人材養成と暁う角度から中枢研砂所への国内留学的なも4）．

　　．は考えているか。　：　魑・　　1　　　　　　∴　　、．

七田：重要なこととして雲客ている。1

山県3宇宙からの地球観測という点寮強調されているが、そう’す

　　・ると実用衛星との重複がでてぐるg

‘七三：重複を避け全体としてまとまりのあるやり方がとれるよう

　　調整を図って・いきたい。
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